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川越城築城550年記念事業
全国に２つしか現存していない本丸御殿の１つである川越城本丸御殿は、昭和

42年に県の有形文化財に指定されています。昨年２月には、その歴史的・文化

的価値が評価され「日本100名城」の１つに選ばれました。川越城が築城550年

を迎えたことし、市ではさまざまな記念事業を行っています。

●現在行っている事業
・10月22日席まで、市立博物館で企画展「後北条氏と河

かわ

越
ごえ

城」を開催中

・12月31日席まで、市役所前の太田道灌像・川越城本丸御殿のライトアップを実施中

・12月まで、毎月25日発行の広報川越「歴史を今に伝えて」で、川越城関連記事を連載中

●今後行われる事業（詳しくは、10月25日発行の広報川越でお知らせします）
・11月３日積に「川越城主行列」を開催します。川越城築城から江戸時代までの歴代川越城主30人・旗持

ち・奥女中など、総勢約100人による行列が一番街から川越城本丸御殿までを練り歩きます。また同日、碩

小江戸川越観光協会主催による「小江戸川越大茶会」を、本丸御殿など市内６か所の会場で開催します。

・12月１日析に、市内にある６つの獅子舞と姉妹都市・小
お

浜
ばま

市の雲
うん

浜
ぴん

獅
じ

子
し

が共演する「獅子舞合同演舞会」

を開催します。雲浜獅子は、江戸初期の川越城主・酒
さか

井
い

忠
ただ

勝
かつ

が小浜へ国替えとなった際に、川越から随行し

た獅子舞の演技者が起源となり始まったと伝えられています。

現
在
ま
で
、
そ
し
て
未
来
へ

後ご

北ほ
う

条
じ
ょ
う

氏
の
支
配
が
終
わ
る

と
、
川
越
城
は
酒さ

か

井い

重し
げ

忠た
だ

が
城
主

と
な
り
、
江
戸
の
北
を
守
る
要
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
寛か

ん

永え
い

十
五

年
（
一
六
三
八
）
に
は
川
越
に
大

火
が
あ
り
、
同
十
六
年
に
城
主
と

な
っ
た
松ま

つ

平
だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な

は
城
に
大
改

築
を
加
え
ま
す
。
信
綱
の
改
築
に

よ
っ
て
完
成
し
た
川
越
城
は
、
本

丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
を
中
心
に

二
重
の
曲
輪

く

る

わ

を
構
え
、
土
塁
・
堀

を
巡
ら
し
た
大
規
模
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
現
存
す
る
本

丸
御
殿
は
嘉か

永え
い

元
年
（
一
八
四

八
）、
当
時
の
城
主
松ま

つ

平
だ
い
ら

斉な
り

典つ
ね

に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

明
治
以
降
、
川
越
城
は
建
造
物

が
解
体
・
売
却
さ
れ
、
明
治
中
期

に
は
、
本
丸
御
殿
の
一
部
と
城
門

が
残
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

本
丸
御
殿
は
明
治
五
年
に
入
間

県
庁
、
そ
の
後
入
間
郡
公
会
所
に

な
り
ま
し
た
。
大
正
七
年
か
ら
昭

和
七
年
ま
で
は
煙
草

た

ば

こ

専
売
局
淀よ

ど

橋ば
し

支
局
川
越
分
工
場
に
な
り
、
三
百

人
以
上
が
働
い
て
い
た
そ
う
で

す
。
昭
和
八
年
に
は
川
越
地
方
武

道
奨
励
会
の
修
練
道
場
に
な
り
、

名
称
も
初は

つ

雁か
り

武
徳
殿
に
変
わ
り
ま

す
。
戦
後
は
、
川
越
市
立
第
二
中

学
校
（
現
在
の
初
雁
中
学
校
）
の

校
舎
や
屋
内
運
動
場
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
数
奇
な
運
命
を
た

ど
っ
た
本
丸
御
殿
も
、
昭
和
四
十

二
年
に
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
丸
御
殿
は
、
川
越
城
の
数
少

な
い
遺
構
の
一
つ
で
す
。
こ
の
文

化
財
を
今
後
も
大
切
に
保
存
し
、

歴
史
と
伝
統
あ
る
川
越
を
後
世
に

残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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江戸末期の川越城と現在の地図
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川川
越越
城城
築築
城城
五五
百百
五五
十十
年年
記記
念念
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

九
月
十
六
日
、
川
越
城
築
城
五
百
五
十
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

や
ま
ぶ
き
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
太お

お

田た

道ど
う

灌か
ん

十
八
代
目
子
孫
・
太
田

資す
け

暁あ
き

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
川
越

の
歴
史
的
・
文
化
的
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
「
太
田
道
灌
」

太
田
道
灌
十
八
代
目
子
孫
・
太
田
資
暁
さ
ん

社
・
仏
閣
の
い
く
つ
か
は
、河
越
か
ら
移
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
河
越
の
中
心
は
河
越
館
跡
の
あ
る
上う

わ

戸ど

周
辺
で
し
た
が
、
こ

の
地
で
は
戦
に
勝
て
な
い
と
い
う
理
由
で
、
地
形
を
利
用
で
き
る
台

地
の
端
に
築
城
し
ま
し
た
。
ま
た
道
灌
は
、
三
十
数
回
戦
っ
て
生
涯

一
度
も
負
け
た
こ
と
が
な
い
、
戦
の
名
手
で
も
あ
り
ま
し
た
。

シンポジウム「川越城築城550年」

太
田
道
灌
研
究
家
・
小こ

宮み
や

正ま
さ

男お

さ
ん

道
灌
が
築
城
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
岩

槻
城
は
、
曲
線
を
多
く
用
い
た
芸
術
的
な

城
で
し
た
。
大
き
な
改
修
も
な
く
、
築
城

当
時
の
様
子
を
絵
図
で
確
認
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
城
を
復
元
し
た
い
で
す
ね
。

多くの来場者で、満席となった会場多くの来場者で、満席となった会場多くの来場者で、満席となった会場

い
せ
は
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
＆

ア
ン
ド
ウ
オ
ー
ク
協
会
会
長
・
三み

上か
み

利り

栄え
い

さ
ん

生
ま
れ
た
場
所
か
ら
墓
の
場
所
ま
で
、

道
灌
に
は
一
つ
の
事
実
に
複
数
の
説
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
意
見
は
違
っ
て
も
、

私
た
ち
は
道
灌
の
フ
ァ
ン
で
す
。
み
ん
な

で
「
道
灌
フ
ァ
ン
学
」
を
究
め
ま
し
ょ
う
。

越
生

お
ご
せ

町ま
ち

教
育
委
員
会
教
育
課
図
書
館
・
文
化
財
担
当
主
幹
・
石い

し

川か
わ

久ひ
さ

明あ
き

さ
ん

か
つ
て
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
越
生
は
、

川
越
に
劣
ら
ず
重
要
な
拠
点
で
し
た
。
ま

た
、
道
灌
の
父
で
あ
る
道
真
が
隠
居
生
活

を
送
っ
た
場
所
で
す
。
道
灌
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
、ま
ち
お
こ
し
を
進
め
た
い
で
す
。

太
田
資
暁
さ
ん

な
ぜ
道
灌
は
人
気
が
あ
る
の
か
。
道
灌

の
人
生
は
、
現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち

に
も
通
じ
る
所
が
多
く
あ
る
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
道
灌
を
通
じ
て
、
歴
史

に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
川
越
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
・
小こ

泉い
ず
み

功い
さ
お

さ
ん

す
ば
ら
し
い
知
識
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

が
一
堂
に
会
し
て
、
道ど

う

真し
ん

・
道
灌
の
話
が

で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今

後
も
発
掘
や
研
究
を
続
け
て
、
多
く
の
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
い
で
す
ね
。

川越少年少女合唱団の皆さんは、川越少年少女合唱団の皆さんは、川越少年少女合唱団の皆さんは、
川越にちなんだ３曲の合唱を披露しました川越にちなんだ３曲の合唱を披露しました川越にちなんだ３曲の合唱を披露しました

桜コーラス・初雁女声コーラス・コーラスドレミファ草の桜コーラス・初雁女声コーラス・コーラスドレミファ草の桜コーラス・初雁女声コーラス・コーラスドレミファ草の
皆さんは、美しいコーラスで会場を魅了しました皆さんは、美しいコーラスで会場を魅了しました皆さんは、美しいコーラスで会場を魅了しました

こ
と
し
は
道
灌
が
亡
く
な
っ
て
五
百

二
十
一
年
目
。
毎
年
伊い

勢せ

原は
ら

市
の
墓
で

供
養
を
し
て
い
ま
す
。
中
世
の
河か

わ

越ご
え

は

地
理
的
に
も
文
化
的
に
も
重
要
な
地
点

で
、
江
戸
は
原
野
で
し
た
。
江
戸
の
神みずから作詞した「太田みずから作詞した「太田みずから作詞した「太田

道灌」を歌う舟橋市長と、道灌」を歌う舟橋市長と、道灌」を歌う舟橋市長と、
演舞する新藤間浩寿さん演舞する新藤間浩寿さん演舞する新藤間浩寿さん


